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学 位 論 文 の 内 容 の 要 旨 
 
（ 内田  慎也  ）  印 
 
 Differences in heart rate variability may be related to the appearance of      





















周波数領域解析を行った。この中で、低周波数帯域パワー（low frequency power of R-R interval: LF）/高周
波数帯域パワー（high frequency power of R-R interval: HF）比（LF/HF）およびHFを統計学的解析対象と
し、また同時に記録したNRSも２群間で統計解析した。統計解析にはマン-ホイットニーのU検定を行い、
p<0.05を有意水準として２群間での比較検討を行った。 
 
３） 結果 
麻酔時間のみA群が有意に長かったが（p=0.038）、その他の患者背景では有意差は認められなかった。PACU
入室時は、A群、B群ともに入室時のバイタルとNRS（p=0.169）に有意差がなく、かつPACU入室時の疼痛の
訴えは両群とも認めなかった。しかし一方で、HFはB群で有意に上昇し(p=0.016)、LF/HFはB群で有意に低下
していた(p=0.016)。1時間後のNRSでは有意にB群が上昇し(p=0.005)、B群に鎮痛薬を使用した後、入室2時
間後のNRSには両群に有意差はなく(p=0.292)、HF(p=0.621)、LF/HF(p=0.603)にも有意差が無かった。 
 
４） 結語 
術後２時間後の鎮痛薬投与後ではHRV、NRSともに有意差が無く、麻酔覚醒直後のHRV解析では、術後疼痛の
出現との関連性が認識された。HRV解析を行うことによって、有効な術後鎮痛手段を早期に開始できる可能性
がある。 
